



































も、使用頻度が最近増加してきたように感じられる。1989 年～ 1990 年にかけて中学生・
高校生の敬語使用と敬語意識をアンケート調査した国立国語研究所（2002）によると、「ウ
チ」を使うのは友達同士で女子がというのが中心である。大阪の女子高校生の使用者率が
相対的に高く約 2 割であるのに対し、東京の女子中学生は約 1 割にとどまる。ところが最
現代日本語における親族呼称の時代変化と加齢変化
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　　（1）札幌市での多人数調査（1985 年実施、12 歳～ 69 歳の男女 258 人が回答）
　　（2）全国での多人数調査（2009 年実施、20 歳～ 79 歳の男女 803 人が回答）
















4 人、逆にアンケートのみ回収できた者が 13 人おり、結局アンケートは 258 人から回収
した。性別内訳は、男性 130 人、女性 128 人である。また、年齢層別内訳は、10 代 50 人、



















　　　1. オカーサマ　　2. オカーサン　　3. カーサン　　4. オカーチャン













1 ～図 4 のとおりである。回答者の年齢層は生まれ年にも対応する。たとえば 60 代は大
正 5 年から大正 14 年の生まれである。そこでその情報も年齢層の直後に示した。
　図 1・図 2 により調査時点（1985 年）の【今】の呼びかけを見ると、男性も女性も年齢














サン」と 20 代以下の「オカーサン」の違いと言える。男性では 30 代以上でさらに「オフ
クロ」が加わる。
　一方、図 3・図 4 は【小学生の頃】の表現である。平均すると回答者がおよそ 10 歳の
頃の表現であると考えると、たとえば大正 5 年から大正 14 年の生まれの 60 代の回答は、
昭和 00 年代の子供たちの表現と見ることができる。同様に、最も若い 10 代の回答は昭和
50 年代の子供たちの表現と見ることができる。グラフにはこうした情報も付加した。こ
れにより時代による変化を見てみよう。














































































遅い昭和 50 年代である。これは、昭和 40 年代に、男児には少なかった「ママ」が伸長し
てきたことが要因として大きい。しかしながら、その後の昭和 50 年代にかけて「ママ」














そうである。図 3 の【小学生の頃】では 10 代・20 代の男性の「カーサン」の数値は低いが、
図 1 の【今】になると約 3 倍に増加する。つまり、児童の頃から 10 代ないしは 20 代にな
る過程で「カーサン」を使い始めた男性が一定の割合いたということになる。この点につ







用は全く見られないが、【今】は 20 代以上で 2 割～ 4 割程度の使用が見られる。つまり「オ
フクロ」は、男性が子供から成人になる過程で使い始める「成人語」であると言える。




























　【今】の結果は図 5・図 6 のとおりであった。なお、本文中での表記は、他の箇所との
統一を優先しカタカナ表記とした。
　全体としては「オカーサン」が最も多く約半数が使用している。次いで多いのは、使用









60・70 代の回答は昭和 30 年代～ 40 年代の子供たちの表現、40・50 代の回答は昭和 50 年


































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　※ 調査員注意 　（　）内は読まない！ →（「おかん」）
　　　　　（ア） 言うことがある　　　　　（イ） 言わない
（４）〔回答票 19〕「父親」という意味で、このように言うことがありますか。






調査での首都圏の回答者は 214 人であるので、これを加えると 336 人となる。全国の状況
を見る際は追加したデータは含めないが、首都圏について属性別に分析する際は、より精
度の高い分析結果を得るために、この 336 人のデータを用いることとする（グラフでは点









50 代以上の男性や 40 代以上の女性では 1 割に満たない「オカン」が、それよりも下の年





























































































































































































































































り、熱烈歓迎を受ける。」（2010 年 8 月 3 日付／ 72 歳男性）
　・ 「（夫は）子煩悩なだけに大変なでき愛じいじになるぞと思いやられる。」（2010 年 12
月 15 日付／ 58 歳女性）
　・ 「ひ孫の陽君が、玄関を入るなり「ばぁばちゃん、おめでとう」と言って、大きな花













　全国の使用者率は 23.7% であり、およそ 4 人に 1 人の成人が現在「バーバ」を使ってい
ることがわかる。注 3 かなりの速度ですでに一定程度普及が進んでいる。首都圏ではその数





























































40 代となっている。特に首都圏の 40 代女性の数値は 5 割を超え、その前後の年齢層も 5
割に近い点は注目される。こうした人々の間ではかなりの程度普及している表現である。
















　「ジージ」の使用者率は図 14 のとおりである。全国での使用者率は約 2 割である一方
首都圏での使用者率は約 3 割である点、男性よりも女性で使用者率が高くなる点、使用者










































































































































































































































































性は 40 代から 30 代・20 代にかけて増加が見られる。とりわけ 30 代から 20 代にかけて
の増加が著しく、20 代の女性は 4 割近くが使っている。同様の傾向は、60 代以上の女性
の間では使用者率がゼロに近い首都圏にも認められ、20 代の女性は 2 割が使っている。
国立国語研究所（2002）によると、1990 年頃の東京の女子中学生の使用者率は 1 割程度
であったことからすると、それ以降徐々に増加傾向にあったものと考えられる。もともと
は関西の女性の間で使われていた「ウチ」は、現在では若年層女性にとって、全国的にも















































































































































































































































































































表現であると言える。年齢層別のグラフの 60・70 代は昭和 30 年代～ 40 年代、40・50 代
は昭和 50 年代～ 60 年代、20・30 代は平成時代の小学生ということになる。いずれの時
代でも一定程度使われていた表現であることが確認できる。男児で使っていた者はほとん
















（１） 　札幌市で 1985 年に実施した多人数調査によると、母親に対する調査時点での呼び
かけの大きな傾向は、30 代以上の「カーサン」と 20 代以下の「オカーサン」である。
男性の場合は 30 代以上でさらに「オフクロ」が加わる。【小学生の頃】の回答により
時代による変化を見ると、男児の大きな変化傾向は「カーサン」→「オカーサン」で












































まり時代変化がある）、20 代から 30 代にかけては加齢変化も同時に働いている可能
性が考えられる。
（４） 　祖母を意味する「バーバ」は、全国では成人のおよそ 4 人に 1 人が、首都圏では成
人のおよそ 3 人に 1 人が使っている。男性よりも女性で使用者率が高い。年齢層別に
見ると、若年層になるほど数値が高くなる傾向が見られる。ただし使用者率のピーク









（５） 　関西起源の自称代名詞「ウチ」の使用者率は、全国の成人でおよそ 6 人に 1 人である。
使用者率は男性よりも女性の方が高い。女性の使用者率は 40 代から 30 代・20 代に











































３　このことについては 2009 年 7 月 1 日付の『朝日新聞』において「「じいじ」「ばあば」優しい語感人気
／大人の 25% 使ってます」として紹介されている。
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